
●「難削材の高精度加工技術の開発」 
 
○研究開発の概要 

  
航空機部品、医療部品の製造において、難削材の球面潤滑面の高精度加工技術の開発及び安

定した測定技術の確立が課題となっている。人工股関節は、手術後２０年で２０％は再手術を

行っている。この耐久性を３０年に向上させることが大きな課題となっており、大腿骨コンポ

ーネントの潤滑面の高精度加工技術の確立が求められている。 

本プロジェクトでは難削材であるチタン合金によるベアリングやコバルト・クロム・モリブ

デン合金等による人工骨の球面の高精度加工新製造技術を開発することにより、航空機ベアリ

ング、人工股関節の耐久性向上を目指し量産加工技術を開発する。 

 
○研究期間   平成２４年３月末まで 

 
○事業費（予定） 約３０百万円（平成２２年度）  
 
○事業スキーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究内容の詳細については下記にお問い合わせ下さい。 
   奈良精工(株)           代表取締役社長  中川 博央 

ＴＥＬ ０７４４－４８－８５１１ 
  ｾﾙﾃｽｺﾒﾃﾞｨｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)    代表取締役社長  藤沢 章   
                      ＴＥＬ ０７７－５９８－０５２０   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【研究開発体制】 

事業管理者：(財)奈良県中小企業支援センター 

研究実施者：奈良精工(株) 

      北里大学 

      ｾﾙﾃｽｺﾒﾃﾞｨｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 

 ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ：川崎重工株式会社 航空宇宙ｶﾝﾊﾟﾆｰ 

 （社友）榊 達郎氏 

小林製薬(株) 小林ﾒﾃﾞｨｶﾙｶﾝﾊﾟﾆｰ 

        

委託 

提案  
 

経済産業省 

 

 

 


